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■測定条件

化成肥料中の主成分、保証成分の分析

AA No.200005 原子吸光光度計

肥料中の水溶性加里（W-K2O）、く溶性苦土（C-MgO）、く溶性マンガン（C-MnO）の試験方法は、
肥料等試験法（独立行政法人農林水産消費安全技術センタ 2020）において、原子吸光分析や
ICP発光分光分析などが採用されています。特にフレーム原子吸光分析は、多くの機関において
妥当性が確認された信頼性の高い方法として、Type B法に分類されています。
ここでは、バックグランド補正（BKG補正）に、偏光ゼーマン補正法を用いたフレーム原子吸光分析
にて認証標準物質中のW-K2O、 C-MgO、 C-MnOを測定し、試験法の検証を行った結果を示します。 ZA3000 原子吸光光度計

肥料認証標準物質中の水溶性加里（W-K2O）の分析

■測定結果
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表３ 水溶性カリ(W-K2O)の分析値と認証値の比較

✓試料中のW-K2Oの濃度が高いため、通常測定に用いる766.5 nmの分析線から、肥料等試験法に示された感度が1/10程度

の769.9 nmの分析線に変更して測定を行いました。

✓偏光ゼーマン補正法は、Kの分析に用いる長波長領域の分析線（769.9 nm）でもBKG補正が可能です。

✓認証標準物質FAMIC-A-10, FAMIC-B-10を用いて試験を行い、分析値と認証値がよく一致することを確認しました。

分析値（％） 認証値（％）

FAMIC-A-10

高度化成肥料

13.6 13.59 ± 0.09

FAMIC-B-10

普通化成肥料

8.83 8.85 ± 0.07
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表1 Kの装置条件 表2 Kの測定条件

Meas.Mode Working Curve

Signal Mode BKG Correction

Calculation Integration

Time Constant 1.0 s

Calculation　Time 5.0 s ×2

Delay Time 5.0 s

Element K Atomizer STD Burner

Instrument ZA3000/3300

Atomization Flame

Wavelength 769.9 nm Oxidant
160 kPa

15.0 L/min

Lamp current 10.0 mA Burner Hight 7.5 mm

Slit Width 1.3 nm

Flame Fuel

(C2H2)
1.5 L/min
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肥料認証標準物質中のく溶性苦土（C-MgO）の分析

✓ベースラインの安定性に優れた偏光ゼーマン補正法によりBKG補正を行いました。

✓認証標準物質FAMIC-A-10を用いて試験を行い、分析値と認証値がよく一致することを確認しました。

■測定結果

■測定条件
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図1 Mgの原子吸光信号
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分析値（％） 認証値（％）

FAMIC-A-10

高度化成肥料

3.30 3.28 ± 0.05

表3 く溶性苦土(C-MgO)の分析値と認証値

Element Mg Atomizer STD Burner

Instrument ZA3000/3300

Atomization Flame

Wavelength 285.2 nm Oxidant
160 kPa

15.0 L/min

Lamp current 7.5 mA Burner Hight 12.5 mm

Slit Width 1.3 nm

Flame Fuel

(C2H2)
1.5 L/min

表1 Mgの装置条件 表2 Mgの測定条件

Meas.Mode Working Curve

Signal Mode BKG Correction

Calculation Integration

Time Constant 1.0 s

Calculation Time 5.0 s ×2

Delay Time 5.0 s
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肥料認証標準物質中のく溶性マンガン（C-MnO）の分析

✓ベースラインの安定性に優れた偏光ゼーマン補正法によりBKG補正を行いました。

✓認証標準物質FAMIC-A-10を用いて試験を行い、分析値と認証値がよく一致することを確認しました。

■測定条件

■測定結果

ABS

0.20

0.10

0.00

REF

0.20

0.00

MnO

0 mg/L

MnO

0.323 mg/L

MnO

0.646 mg/L

MnO

0.968 mg/L

MnO

1.291 mg/L

FAMIC-A-10

20倍希釈溶液

図1 Mgの原子吸光信号

ABS

0.06

0.04

0.02

0.00

0.0               0.5                1.0                1.5

MnO濃度(mg/L)

R2：1.0000

図2 MnOの検量線

分析値（％） 認証値（％）

FAMIC-A-10

高度化成肥料

0.405 0.403±0.006

表3 く溶性マンガン(C-MnO)の分析値と認証値

Element Mn Atomizer STD Burner

Instrument ZA3000/3300

Atomization Flame

Wavelength 279.5 nm Oxidant
160 kPa

15.0 L/min

Lamp current 7.5 mA Burner Hight 7.5 mm

Slit Width 0.4 nm

Flame Fuel

(C2H2)
2.0 L/min

表1 Mnの装置条件 表2 Mnの測定条件

Meas.Mode Working Curve

Signal Mode BKG Correction

Calculation Integration

Time Constant 1.0 s

Calculation Time 5.0 s ×2

Delay Time 5.0 s
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前処理・測定溶液の調製方法

✓前処理・測定溶液の調製は、肥料等試験法(2020)より抜粋。詳細は、肥料等試験方法(2020)を参照ください。
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水溶性加里（W-K2O）

分析試料 5 g

（複合試料）
全量フラスコ500 mLに
1 mgまで量り取る

振り混ぜ 回転振り混ぜ機
（30～40回転/分）30分間

ろ過 ろ紙 3種

試料溶液

分取（一定量） 全量フラスコ 100 mL

測 定

水 約 400 mL

水 標線まで

干渉抑制剤溶液＊

炭酸カルシウム溶液 10 mL

水 標線まで

＊干渉抑制剤溶液 :炭酸カルシウム12.5 gに少量の水を加え、次に塩酸105 mLを徐々に加えて、少々加熱し、
放冷後水で1000 mLとする

＊＊干渉抑制剤溶液 ：塩化ストロンチウム六水和物 60.9～152.1g に少量の水を加え、塩酸 420mL を徐々に加えて
溶解した後水で 1,000mL とします。
：上記塩化ストロンチウム六水和物の代わりに酸化ランタン 29g を用いることもできます。

分析試料 1 g
全量フラスコ250 mLに
1 mgまで量り取る

振り混ぜ

放冷

回転振り混ぜ機
（30～40回転/分、30±1 ℃ 1時間

ろ過 ろ紙 3種

試料溶液

分取（一定量） 全量フラスコ 100 mL

測 定

くえん酸溶液（20 mg/L） 150 mL

（約30 ℃に加温）

水 標線まで

干渉抑制剤溶液＊＊ 10 mL

水 標線まで

く溶性苦土（C-MgO)、く溶性マンガン（C-MnO）

速やかに
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